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本市では、昭和50年代以降、子どもたちが急激

に減少し、多くの小。中学校で小規模校化が進み

ました。一方、宅地開発や集合住宅の建設による

学校の大規模校化が進んでいる地域も一部にあ

り、教育環境の不均衡や小規模校化・大規模校化

による様々な教育上の問題が生じています。

本市では、このような問題を改善するために第

1次学校適正配置に取り組み、平成 18年 4月 に

本市初の統合校『花島小学校』を開校しました。平

成20年 4月には、校合もリニューアルし、子ども

適正な学校配置の基準(通学距離)

小学校で概ね4km以内、中学校で概ね6km以内

たちは、明るく意欲的に活動しています。先生方の

間からも「統合後は、子どもたちが様々なタイプの

仲間と知り合う中で、学習活動においても特別活

動においても向上心が高まつてきている。」といつ

た声が上がっています。

しかしながら、平成20年度現在、千葉市内で12

学級未満の小規模校が、小学校で約4割、中学校で

約5割に達し、今後さらに増加が予想されます。子

どもたちの健やかな成長のためには、学校規模の

適正化を図り、良好な教育環境を整え、教育の質の

向上を図ることが、急務の課題となつています。

本市では、平成 18年度から第2次の取り組みを

スタートさせ、平成19年 3月に学識経験者や保護

者・地元代表者からなる「第2次千葉市学校適正

配置検討委員会」から「学校適正配置の基本的な

考え方」が答申されました。この答申を踏まえ、同

年 10月 に「千葉市学校適正配置実施方針」を策定

し、現在この「実施方針」に基づき、学校適正配置

に取り組んでいます。

統合を検討する際は

通学距離と時間に十分配慮
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リニューアルした花島小学校の校舎

適正な学校規模の基準
小学校→12～ 24学級
中学校→12～ 24学級

大規模校
25学級以上

適正配置の検討方法

統合又は通学区域の調整



学校を適正な規模にすることにより、子どもたちは

多様な人間関係の中で互いに切磋琢磨し、社会性や

向上心を養うことができるようになります。また、教

員同士が切磋琢磨できる環境も生まれ、互いに指導

方法を見合つたり、授業研究を行つたりすることによ

り、教員の資質向上を図ることができます。

全校6学級の小規模小学校の場合、各学年 1学級な

ので、クラス換えができず、担任も各学年に1人しか

いないため、1人の教員の眼で自分の学級(=学年)の

麒
大きな集団での学習活動

0懲[笙標で理〇彩喜雇
対応できる。

●多様な人間関係・切磋琢磨

。社会性や向上心の涵養

協同で指導

●教員同士の切磋琢磨・資質向上

0事務仕事の分担

子どもたちを見るしかありません。これが例えば、全

校 18学級になれば、各学年3学級となるので、クラ

ス換えもでき、担任も各学年に3人ずついることにな

り、3人の異なる教員の眼で学年の子どもたちを多

面的に把握し、情報交換したリー緒に指導にあたつた

りすることができるようになります。学校運営に必要

な事務仕事を分担できるので、子どもたちとかかわ

る時間も確保することができます。111,t14
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学校での学習には、ある程度多い人数で行つた方

が効果が上がる内容と少ない人数の方が効果が上が

る内容とがあります。例えば、互いに考え方や意見を

出し合い思考を深める話し合いや合唱・合奏・団体競

技・学校行事などは、人数が多い方が効果的であり、

適正規模校になれば、このような「大きな集団による

活動」がしやすくなります。一方、算数の計算技能を高

める学習や理科の実験などでは、ティーム・ティーチ

ングや少メ、数に分けた指導で効果を上げることがで

きます。(詳しくは「5少人数指導について教えてく

ださい」を見てください。)適正規模校になれば、少人

数指導を担当する教員の配置の可能性も高くなるの

で、教科の特質や学習内容に応じた指導が行えるよ

うになります。

花島小学校初代卒業生

が書いた寄せ書き
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13学級以上の小学校には、いわゆる「専科教員」

が配置され、多くの場合音楽を担当しています。音楽

のような子どもたちの感性を育むことが重要な教科

においては、専門の先生の影響力はたいへん大きい

「専科教員」の配置

ものがあります。学級担任は、「専科教員」が授業をし

ている間に、子どもたちの指導に必要な準備や教材の

研究及び事務処理時間等を確保できるというメリット

もあります。

中学校は教科担任制ですが、小規模校の場

合、学校に配置される教員数が少ないので、教科

によつては免許外の教員や非常勤の教員が担当

せざるを得ません。これが、12学級以上の適正

規模になれば、全教科で専門の先生が担当でき

るようになるだけではなく、教科によっては複数

の教員を配置できるようになり、その学校に適

した教科指導をするために、同じ教科の教員同

士で研修できる環境が生まれます。
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「行事の充実」

中学生は、充実した行事を経験することで、人

間的に大きく成長します。学級数や生徒数が多

くなれば、例えば、合唱祭を学級対抗で行つた

り、体育祭のチームを3チーム縦割りで作り、先

輩後輩のつながりの中で活動したりすることが

できます。互いに汗をかき、時には涙を流し、感

動体験を重ねることで、子どもたちは一歩一歩

大人になり、自信をつけていきます。学校全体の

まとまりもよくなり、落ち着いた学校生活や学

習意欲の向上にもつながります。

心身ともに急激に発達する中学生は、学年集

団による指導がたいへん重要です。各学年に、担

任だけではなく副担任が複数いて、それぞれが

学年主任・学年副主任。生活担当・進路担当。生

徒会担当などを分担して指導できる体制を作る

ことが理想です。「各学年における教員数」が多

い方が、子どもたちをよく見ることができるし、

学年ことのまとまりもでき、各教員の負担を少な

くすることができます。

「部活動の充実』
部活動については、学校を適正な規模にして

学校当たりの教員数が増えれば、ニーズに応じ

た部活動を開設できるようになるだけではなく、

各部活動に複数の顧間を専属でつけることがで

きるようになります。休日の活動に交代で当たつ

たり、出張等で 1人がいない時でも、もう1人の

顧問が指導したりできるので、教員の負担も減

り、その分、子どもたちへの指導を充実させるこ

とができるようになります。
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i法令上、1学級の児童生徒数は、40人を基準としています。
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小学校 1・ 2年及び中学校 1年は38人学級編制を実施しています。

1学級

39人

その他の学年にも39人になると少人数加配教員を配置しています。

38人 ゆ Ψ 町 吟11童鶴
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39人・40人

1 小学校 1

少人数指導を担当する教員は、1つの学級を2
人で指導 (ティーム・ティーチング)に当たつたり、

学級の枠組みをはずして習熟度や興味・関心別に

少人数集団を作り指導に当たつたりしており、教

育効果をあげています。また、学級を持たない教

1つの学級を2人で指導

(ティーム・ティーチング:TT)

統合校には、児童・生徒の心理的な面を配慮するとともに、地域性を理解した教育の推進が図れるよ
う、統合前の職員をバランスよく配置するとともに、スクールカウンセラーの派遣を行います。

少人数加配教員を担任にしてクラスを分ける

闇 ∬ 甲 l l
クラスはそのままにして、少人数指導を行う

∬ ∬ 開 開

員がいることは、子どもたちにとって、直接担任に

は相談できないことを相談できる先生がいるこ

とにもなります。学年に多くの教員がいたほうが、

多くの目で子どもたちを把握し、よりきめ細かな

指導ができるようになります。

学級の枠組みをはずして習熟度や興味
関心別に少人数集団を作り指導
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一般の教員は、県が給与を支払い、県の基準により配置されている

ので、県費負担教職員と呼ばれています。担任の先生を始めほとんどの

教員が県費負担教職員です。

千葉市初の統合校である花島小学校開校の際には、県から、統合増

置教員として1年目に2人、2年目に1人の教員が配置され、少人数指

導などに当たりました。

市ができる教員配置は、市費負担の少人数学習指導教員 (非常勤)で

あり、現行では、小学校 1～ 3年で36人学級の生じた学年に1人配置し

ていますが、「実施方針」でも示しているとおり、統合に伴う大きな変化

が緩和されるまでの間は、非常勤教員の特別な加配を行い、少人数指

導等ができるようにしていきます。

1学校・保護者・自治会関係者等へ説明

を行うとともに、「地元説明会」を開催

2学校に関係する保護者や地域の代
表者からなる「地元代表協議会」を

設置し、合意形成を目指して協議

合意形成後

平成21年 4月現在、美浜区の「真砂」「磯辺」「幸町」「高

洲 高浜」の4地区に地元代表協議会が設置されてしヽ

ます。各協議会とも、地域の子どもたちの教育環境を

いかにすべきかとの視点で、真剣に議論が交わされて

います。

統合準備 会 での主な検討事項としては、統合までの

具体的なスケジユール、校名 校歌 校章 市」服等、教育

環境整備 安全対策、メモリアルルーム、交流事業、記

念行事、新入生への配慮、閉校式 開校式、跡地利用な

どが考えられます。統合前の学校の良い点をうまく残

せるよう、知恵を出し合つていきたいと考えています。

自動で水が出る手洗い場
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3保護者や地域の代表者だけでなく、
関係する学校の教職員や教育委員

会の担当も加わり「統合準備会」を

設置し、統合による新設校への円滑

な移行に向けて協議

統合校の校舎は、花島小学校と同

様に、大規模改修を基本として、リ

ニューアルを実施し、施設・設備面に

おいて、機能的に新設校と同等程度

の整備を行います。

すでに設置されている特別支援学級について

は、統合後も引き続き活用が図れるようにしてい

きます。また、子どもルームについては、施設の活

用状況や当該地域の設置状況等を考慮して検討

していきます。
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ドライ化した給食室
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通学路の安全確保については、安全マップの作成やセ=フティウォッチ

事業等の活用、関係機関への施設面の安全対策要望等に加えて、スクール

ガードアドバイザー等の巡回・見回りを検討いたします。

具体的な安全対策については、「地元代表協議会」や統合の合意形成後

に設置する「統合準備会」の中で、十分協議していきます。

跡施設については、「地元代表協議会」や「統合準備会」の中で、子ども

たちや地域のためになる活用の仕方について協議し要望を出していただ

き、その要望を踏まえて、全市的な行政施策との調整を図りながら、有効

活用を検討していきます。

児童・生徒数の推計は、住民基本台帳の人数を

基にして、入学率や周囲の開発状況を加味して算

出しており、0歳児が小学校 1年生になる6年後

までの推計となっています。なお、推計は、毎年最

新のデータを基に更新しています。
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これまでに開催した「地元説明会」の内容

や設置した「地元代表協議会」における議事

要旨と資料等はすべて、市教育委員会のホー

ムページに公開しています。また、「千葉市学

校適正配置実施方針」はホームページだけで

はなく、市政情報室・各区役所の総務課・図

書館・公民館でも閲覧

及び入手が可能です。

と入力し[検藍
ミ(Iク

リック。
①検索サイトから

千葉市教育委員会

②検索結果の中から

③「千葉市の学校適正配置について」をクリック。


